
「 主体的・ 対話的で深い学び」 を実現するための授業改善

大隅教育事務所

「

学習者主体の 授業づく り

演習問題の 計画的な 実施

補充指導， 個別指導の 充実

「 大隅終末ベーシックの考え方で， 単元及び授業をデザインする」

詳細は ， 令和５ 年度版参照 詳細は ， 令和４ 年度版参照

・ 単元デザ イ ン 例 ・ 三角ロ ジ ッ ク 等

（ 小３ 国語， 中２ 数学） ・ 見届け 問題

・ 単元デザ イ ン の ３ ・ ダ イ ヤ モ ン ド ・ サ イ ク ル 等

つの ポ イ ン ト に よ る 振 り 返 り

※ 大隅終末ベーシッ ク ･･･「 授業の終末を根本に据えて， 授業をつく る」 と いう 考え方

柱１
今回は， 「 柱１ 」 に焦点を絞り ，

「 各過程における働き掛け」 につい

て説明します。

柱１

柱２

柱３

単元をデザインする。 授業をデザイ ンする 。

めあて

① 終末

指導事項

まと め

② 導入

③ 展開

〔 小３ 国語〕 〔 中２ 数学〕

子供がゴールを見据える
単元・ 授業デザインにつながる

ダイヤモンド ・ サイ ク ル

まとめ

学習の理解度や自己の学びの変容を子供自身が把握し， 次の学びにつなげる

見届け問題 振り返り

指導事項を基に作成

「 解けた」 事実で見届け

少なく と も ３ 分確保

継続して効果大

板書にキーワード

自分なり のまと め

まと めの例示

三角ロジッ ク

主張 （ 私は） ･･･だと 思う 。

事実 ･･である。（ と なる，と 書いてある）

理由 （ と いう こ と は） ･･･だと 考えた。

ペンタゴン・ ロジッ ク

質問 なぜ（ どう して） ～か？

説明 ～だから（ と考えたから）～である。

子供が状況に応じて活用することで学びの深まりにつながる

教科・ 学年の枠を超えて短い時間でも

共通実践へ

子供の学びの姿から

自分の学びへ 校種の枠を超えて

大隅終末ベーシッ ク

「 終末３ 点セッ ト 」

三角ロジッ ク ペンタゴン・ ロジッ ク

「 学習者主体の授業」 に向けて子供の立場から大切にしたい考え方

誰が 何を

児童生徒 めあてに対する結論
まと め

教師 や到達度・ 達成度

学習に関する自己の
振り 返り 児童生徒

変容等

「 めあて」 が行動目標（ ～し よ う ） でも ，

できる 「 まと め」 を！

職員室に子供の学びを見取り， 語り合う雰囲気がありますか？



８ ＋６ は， どう やってけいさ んすればよいだろう か。

【 終末三点セッ ト 】

子供が自らの学びを振り 返り ， 次に生かす
「 この方法がよかったな」

「 これがよく なかったから， 次はこう したらいい」

子供が自ら問いを発見する

「 どう してこう なるのかな」 「 それはどう いう こと かな」めあて

前時と 本時の違い【 めあて】

事象Ａ 事象Ｂ

事象Ａと事象Ｂの違い【 めあて】

前時の内容 本時の課題

体験等による思いや願い【 めあて】

試行的体験等の場の設定

見通し
子供が解決の方法を見通す

「 何か使えそう な考えはないかな」 「 この方法でやってみたい」

解決の見通し

既習内容

めあて

他者からの

情報

生活体験等

学び合い
まと め

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り 返す， 協働する
「 できるまで挑戦するぞ」 「 あの友達に聞いてみよう 」

振り 返り

見届け問題

自力解決

学び合い
ペア， グループ→全体

解決の見通し

振り 返り

見届け問題

まと め

※ 子供が， 本時で何を解決すればよいのかを明確にすることができます。

※ 教師の過度な説明を控える。

まと め


